
結核 免疫 にお け る血 清 蛋 白の意義

〔第 3報〕 牛血清又はチフスワクチンで感作 した

家兎血清及びその景自分画の結核菌の

試験管内発育に及ぼす影響

京都大学結核研究所第5部 (主任 教授 辻 用介)

辻 (旧姓 武岡)純 子

前報1～4)において, 家兎を生菌又は死菌ワク

チンを以て充分に免疫 した場合血清は著明な抗

結核菌作用を獲得すること及び正常無処置の血

清 Albumin分画が結核菌の発育を増進する作

用を有するに対 して, 免 疫 動 物 よ りの血清

Albuminでは其作用が低下 しており,一方 α-,

β-,及び γ-Globulin分画は免疫及び非免疫の動

物に於て差異がないことを報告 した｡この点か

ら考えると,家兎の体液性免疫の本態は,抗原

抗体反応という観点からすると非特異的な現象

であると考えられる｡

本報においては,結核とは関係のない非特異

的な抗原により感作された家兎が,特異的に結

核抗原を以て免疫された場合と極めて酷似 した

性質を有することを報告 しよう｡

実験材料及び実験方法

感作方法は各実験成績の頃で記す｡

Ring法5) :本実験方法の手技については既に原著

に詳しく報告しているので,こ でゝは省略するo又血

清蛋白の分画法も前報4)に記したところである｡

蛋白分画の検討に用いた培地は前報記蔵と同様であ

って,2種の培地即ち Albumin含有の A一培地と

Albuminを含まない 〇一培地とを用いた｡

培養方法としてはSCM を用い,人型 H37Rv菌を

用いた｡

実 験 結 果

1. 年血清感作実験

体重 2.7kgの雄の家兎 6頭を 2群に分ち, 4

頭を生血活感作群,残 りの 2頭を無処置対照群

とした｡

感作方法は次の通 りである｡新鮮な牛血清を

Seitzのフィルターを通 して滅菌 し, その 1ml

宛を 7回隔日に静注する｡最終注射後10日目に

Arthus反応及び血清の沈降価を検定 し,感作群

4頭のすべてにArthus陽性なることを認めた｡

又 1例の沈降価を第 1表に示す｡之等の動物よ

り採取 した血清を以て一方 Ring法により結核

菌の発育に及ぼす影響を検すると共 に, 他 方

Zoneelectrophoresisの方法で血清蛋白分画 を

行い,夫々の分画の結核菌発育に及ぼす影響を

SCM にて検 した｡

第 2表は Ring法による成績を示す｡生塩水

稀釈培地中での H37Rv菌の発育は感作動物血

清を混ずると明らかに対照正常血清を混 じた場

合よりも抑制される｡ 又Kircllner原液稀釈培地

中では,どちらの血清の場合にも菌発育は極め

て良好で差がない｡ 同様の実験成績は 弱 毒 の

H37Ra菌を用いた場合にも認められた｡

これ らの成績から感作家兎血清では,正常血

清と比べて,その結核菌発育増進作用が低下 し

ているが,薗発育抑制作用が増強 している様な

ことはない事が分る｡この結果は前回報告 2)の

特異的結核免疫の場合と全 く同様である｡

第 3表は,感作及び正常血清より分離 した各

分画を混ぜた〇一及A一培地中でのH37Rv菌の発

育状態を比較 して表示 したものである｡容易に

- 12-



昭和35.9

看取 し得ることは,感作及び正常血清分画の間

の唯一の差異は Albumin分画の態度の相違だ

けである｡即ち,正常Albumin分画は結核菌発育

を著明に増進 し得るのに対 し,感作血清Albu-
minは完全に菌発育を阻止 している｡γGlobu-

1in分画は,どちらも増進も抑制もしていない｡

此点前報4)に於て,正常血清 Globulinも高い濃

度では H37Rv菌の発育を 倭に抑制 し得ること

第
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も報告 したのと一致 しない｡恐 らく之はγ-Glo-

bulin分画の丙発育抑制作用の不安定さ又は微

主昂さに韮 く誤差であろう｡

以上の実験成績より明らかなことは,牛血清

感作家兎血清にみられる菌発育抑制能は,Albu-

min分画の薗発育増進作用の低下によりもたら

されるもので,γGlobulin分画の薗発育抑制作

用が増進 した結果ではないことである｡
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勿論 γGlobulinの量は感作によって増加 し,

か くして Albumin-Globulin比の変化を来すこ

とも,血清の菌発育抑制能に関係 しているであ

ろう｡

以上の血清蛋白分画による実験結果も,前回

報告の特異免疫の場合と酷似 している｡

2. チフスワクチン感作実験

体重 2.7kgの雄性家兎 5頭のうち3頭を下記

の要領でチフスワクチン感作を行い,残 りの2

頭は対照無処置群とした｡ワクチンとしては武

田製チフスワクチン製品を用いた｡

感作方法は次の通 り｡

第 1日日----0.5mgワクチン静注

第 5日日････-･･1.0mg '/ '/

第 9日日･･--･･･1.5mg '/ '/

第 4
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第13日日---･2.0mg '/ //

第19日日-･--･血清 Widal反応施行

注射開始後21日目より血清の Ring培養法を

開始 し,第33日目に心穿東山こより採血,血清の

分画を行い,各分画の結核菌発育に対する影響

を SCMにて検 した｡

第 4表は感作家兎血清分画の Widal値 を 示

す｡感作動物はすべて高い反応値を 示 す に対

し,対照動物は完全に陰性であった｡

Ring法による成績は第 5表に示す｡H37Rv菌

及び H37Ra菌にいずれも生塩水稀釈の感作血

清培地で著明に発育を抑制されるに対 し,Kir-

chner稀釈培地では抑制されない｡ 即ちチフス

ワクチン感作により正常血清に比 してその菌発

育増進作用が低下することが判る｡併 し菌発育

表
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抑制作用の増進はない｡

血清蛋白分画中 Widal抗体は ツーGlobulin分

画にのみ証明される｡

第6表は,各分画の H37Rv菌発育に及ぼす

影響を SCM にて検 した結果である｡感作血清

と正常血清との唯一の差異は Albumin分画の

態度にある｡ 正常 Albumin分画は 1/2-1/6の

濃度で明らかに発育を増進するに対 し,感作Al-

bumin分画はいずれの濃度に於ても発育を許さ

ない｡γGlobulin及び其他の分画は感作血清と

正常血清とで変 りがない｡

この実験でも,γGlobulin分画の薗発育抑制

作用は証明出来なかった｡

以上のチフスワクチン感作家兎における実験

成績も牛血清感作の場合と同様に結核ワクチン

による特異的免疫の家兎におけると同じ結果で

ある｡

第
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考 按

既報の如 く,我々は結核ワクチンによる免疫

家兎体液に獲得される結核菌発育抑制作用は,

特異抗体の関与に基く頁の免疫ではなくて非特

異的な現象であることを証明した｡今回は,午

血清叉はチフスワクチンによって非特異的に感

作された家兎体液も結核菌の発育に対 し一定の

抑制作用を獲得 し得ることを証明した｡又この

場合にも血清中の沈降抗体の役目は論外であっ

て,薗発育抑制作用の唯一の源は正常血清の有

する菌発育増進作用が感作によって低下するこ

とにある｡又血清蛋白分画の結核菌発育に対す

る作用も特異的結核ワクチンによって免疫 した

場合も異種蛋白によって感作された場合も同株

である｡即ち Albumin分画の性質の変化及び

血清の Albumin-Globulin比の変化が, 之等の

家兎の体液に発生する獲得性抵抗力の主因であ
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ろうと考えられる｡

ある種の細菌による感作又は免疫によって動

物が他の種の菌に対 し抵抗性を得るに至る事実

は最近の実験医学の問題の焦点の一つである｡

額田6)等は多数の実験を行って,ある株の細菌

の自家融解液が結核菌やその他の株の病原菌の

感染に対 し動物を保護 し得ることを報告 してい

る｡ DubosandSchaedler7)は Salmonellatyp-

hosaその他の各種の細菌のEndotoxinによる前

処置が結核菌その他の各種の感染に影響 し,も

し感染が前処置後ある時間をおいて行われるな

れば動物に対 し保護的に作用 し得ることを示 し

ている｡又更に Mycobacteria8)9)の菌体成分が

前処置のや り方の如何によって,他種の感染に

対 し保護的にも又促進的にも作用 し得ることを

示 した｡ElbergandFonglO) は Brucellameli-

tensisと Mycobacterium tuberculosisとの間に

ある種の交叉免疫の存在することを報告 してい

る｡又 Fennerll)もMycobacteriaの種々なる菌

株間によく似たことを観察 している｡兎に角,

自然抵抗力又は免疫という現象にみ られる動物

の防衛機能に,非特異的なメカニズムの存在す

ることを認識することが重要になりつ ゝある｡

(例えばProperdinsystemに関する多数の報告

の如 し)｡ この意味において,今回の報告もか

ゝる分野に有意義な知見を加えるものと言えよ

う｡

総 括

家兎を牛血清又はチフスワクチンによって感

作 し,それらの動物の血清の結核菌発育に及ぼ

す影響を invitroで検討 した｡Ring法によっ

て,これらの血清の結核菌発育増進作用の著明

な低下のあること及び菌発育抑制作用の増強は

京大結研紀要 第9巷 第1号

ないことを証明した｡

血清蛋白分画を用いての分析的研 究 の 結 果

は,感作血清における菌発育増進作用の低下は

Albumin分画の 増進作用の 低下が主因で あっ

て,γ-Globulinの菌発育抑制作用の増加に基 く

ものではないことを示 した｡

以上の結果は,生菌又は死菌結核ワクチンで

特異的に免疫 した場合の血清及び血清分画の作

用の変化と軌を一にするものであり,結核免疫

の本態の解明に対 し重要な示唆を与えるものと

考える｡
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